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　コロナに変わりインフルエンザの猛威が続い

ていますが、皆様お元気で、お正月をお迎えの

事と存じます。今年も一年、皆様お元気でお過

ごし下さる事を願っております。暖冬と言われ

ておりましたが、寒波襲来などの予報も行き交っ

ております。ご自愛ください。

　コロナが５類に分類されてから、インフルエ

ンザとの見分けがつかない状態ですが、コロナ

感染の声を余り聞かなくなっているのも事実で

す。街中等での自己判断によるマスク着用も、

かなり減ってきています。昨秋から静岡市の様々なイベントや議会の研修や視察も増えてきました。

　さて、私達有権者の気持ちを、全く理解していないことが起きています。自民党安倍派による「裏

金疑惑」。安倍派の所属議員に対し、政治資金パーティーの販売ノルマを越えた分を、政治資金報告

書に記載しないままキックバックしていたという疑いです。岸田首相は、派閥の幹部で、キックバッ

クを受けていた主要人物に対し、内閣や自民党の要職の人事を行い、緊急に刷新を図りましたが、ま

だまだ芋づる式に、事実を語る議員も出てきたりと、岸田内閣にとって、激震と言える状況が起きて

います（Ｒ5/12/26 現在）。事実をどこまで判明できるかが鍵だと思っています。事実、不記載での

お金の流用は起きていた訳で、政治不信をより助長させ、政治離れが懸念されます。「政治と金」が

語られている政治は論外です。様々な課題を抱えている社会状況（ウクライナやイスラエルの戦争・

北朝鮮のミサイル発射・環境問題・物価高）の中、『有権者の気持ち』のわかる政治を進めてほしい

ものです。

　昨年４月、難波市長が誕生した静岡市政。「結果を出せる市政・根拠と共感の市政・安心感のある

温かい市政」が精力的に進められています。今年も、皆様のご要望・声をお届けください。『皆様の

声が市政を創っています』。来年は、市議会の改選の年になります。

　今年こそ、10 回目のバス旅行を実現したいと思っています。ご案内が届きましたら、皆様ぜひご参

加ください。

　きっと良い年
　　新しい年
　　　２０２４年

　静岡市功労者表彰条例に基づき、副議長等として、「すぐ
れた識見と卓越した手腕をもって、議会の円滑な運営に寄
与するなど、地方自治の進展に貢献されました」と、勤労
感謝の日に表彰して頂きました。
　常日頃ご指導ご鞭撻を頂き、時には叱責頂きお育て頂い
た、皆様のおかげでございます。本当にありがとうござい
ます。

令和 5 年度  静岡市功労者・有功者表彰をいただきました
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2/8  　 本会議（2月補正上程）
2/13　本会議（2月補正質疑）
2/14・15
　　　常任委員会（2月補正）
2/21　本会議
　（2月補正表決・当初予算上程）
2/29・3/1・4・5
　　　本会議（総括質問）
3/7・8・11・12
　　　常任委員会（当初予算）
3/19　本会議（当初予算表決）

様々な活動をしています！

総務委員会（11 月議会）

ご存じですか？今年７月新しい紙幣が発行されます

２月議会
会議日程

Ｑ：人流調査の内容について
Ａ：市内 70 か所の観光施設の人的移動状況
を調査する。インバウンドの動きやスマート
フォンの使い方、Ｗi-Hi 状況、回遊状況など
をデーター分析して施策に利用していく。

　2024 年 4 月からＱＲコード納税の対象種目を拡大し（現在 3 税目）、個人対象の市税税目す
べてを対象とします。納税者の利便性向上や収納率向上を図るとともに、事務経費削減につな
げます。今後、金融機関から自治体へ手数料の支払要請が見込まれますが、ＱＲコードは手数
料が相対的に安価な上、納付情報のデータ化で事務処理の縮減が期待されます。

Ｑ：ＱＲコード納税の拡大について

4 月からＱＲコード納税が個人全税目に拡大されます

Ａ：2024 年 4 月から、対象税目を拡大し、
個人住民税など個人対象の市税税目すべてを
対象にする。今後、金融機関から自治体への
手数料の支払いが派生してくることが考えら
れるが、ＱＲコードは手数料が相対的に安価。

　わが自治会に、国立印刷局静岡工場があります。日本銀行券を印刷する全国４
工場の 1 つですが、開設されて今年で 80 年になるとの事です。何度か地元の皆さ
んで、紙幣の印刷工程を見学に行きました。かなり機械化、簡素化されてはいま
したが、目視や手先での感知など人の力も未だ大事なものでした。
　この地に建設されたのは戦時中の事で、清水港に近い国吉田が選ばれたのだそ
うです。日本の偽造防止の技術は、世界でも有名です。それを支えているのが、
工芸官という精巧な技量を持った職種の方々。日本の改刷サイクルが外国に比べ
て長いのは、この技術があるからなのです。
　ところで、新紙幣の肖像は誰だかお分かりですか？ 1万円は渋沢栄一、５千円は津田梅子、千円は北里柴三郎です。

商工会議所女性会連合会「富士大会」 けやき通り　清掃活動

国道町内会　防災訓練 マニフェスト大賞プレゼン研修会


